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いよいよ、政治決戦の年、県議選、市議選勝利へむつ下北ブロック選対結成！ 

 

 

 

 

 

     ブロック                                    

                                       ブロック選対で推薦が決まり、挨拶する杉浦氏 

《青森県議選日程》   ３月29 日（金）告示 ４月７日（日）投票 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２月 16日（土）、下北文化会館において社民党と平和労組会議の

合同ブロック選対を結成しました。平和労組からは赤平県事務局

長、上十三下北地本の立崎議長、東事務局長が参加しました。 

 会議では 2019年は統一地方選を皮切りに秋のむつ市議選まで連続

して戦いが続くこと、国政レベルでは憲法改悪を阻止できるか、そ

して社民党の存亡が問われるなど非常に重要な年であることを全体

で確認しました。その結果、今回結成される選対会議については年

間を通しての存続をさせていくこととしました。 

 そして、当面の最大の課題である４月の県議選むつ市区と 10月に

予定されるむつ市議選について具体的な活動方針を確立しました。

県議選では杉浦弘樹予定候補（無所属）、むつ市議選では日土潤予定

候補（党公認）の勝利へ全力で立ち向かうことを確認しました。 

 会合へは党常任幹事会メンバーの他、平和労組系各組織と傘下の

退職者会など 25名ほどが参加しました。 

 

 

 

 

 

社民党青森県連 

県議選公認・推薦予定候補 

【公認】斉 藤 憲 雄 

    （青森市選挙区） 

【推薦】杉 浦 弘 樹 
（むつ市区/無所属） 

【推薦】木 明 和 人 
（上北郡区/無所属） 

【推薦】 今   博 
（五所原市区/国民） 

 



【新聞記事から抜粋】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今回もあんまり活動ネタがなく、新聞記

事で紙面を埋めてしまいました。他には

「むつ病院医師拡充」の記事もあったんで

すが… 
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大間の３億円超えマグロも凄いが、こちらはもっと凄い！ 

 今年 
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●と き 2019 年３月 24 日（日）午後３時 
●ところ むつ来さまい館  イベントホール 

多くの皆さんのご参加をお願いします 

杉浦事務所 むつ市並川町６番 35号 ☎0175（33）4680 

むつ川内バイパス大平中学校入り口交差点付近 

 

 

 

 



大竹進氏を迎えて各団体より 2019年の決意を表明！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２月２日、むつまさかりプラザで「青森県を変えよう！

大竹さんと進む私達の会むつ下北支部」（野坂庸子代表）

主催で『2019年 今こそ示そう！私たちの決意』と銘打っ

て討論集会が 40名の参加で開催されました。 

 大竹さんの基調講演ではアベ政権の危うさ、とりわけ憲

法改悪についていかに対応すべきかが力説され、今ほど全

野党が共同で闘うことの重要性が示されました。また、大

竹さんが今春にもオープンさせる佐井診療所の現状なども

話されました。 

 党からは日土代表代行が参加し、選挙イヤーに向けて野

党共闘の要として取り組む決意を述べました。また、共産

党、国民民主党、立憲民主党からもそれぞれアベ一強体制

打倒の決意が述べられました。他に下北地域９条の会木下

共同代表など計 13団体から今年最も力を注ぎたい取り組

みが示されました。会場の時間の関係で十分な討論とまで

は行きませんでしたが、初めて参加した団体もいくつかあ

り盛会裡に終了しました。 

 終了後の懇親会には目時代表も駆けつけ挨拶をしまし

た。また、杉浦県議選予定候補も駆けつけ、護憲を訴える

挨拶がありました。 

 

 
 講演する大竹さん↓   ↑開会の挨拶をする野坂代表 

 

今春オープン予定の佐井診療所と大竹氏 

 

 

 集会の様子が参加者よりフェイスブックに

掲載されました。 

響き合う野党共闘―下北で講演と語る会 
 むつ市で２日、市民連合あおもりの大竹進共同代

表の講演と今年の決意を語る集会が開かれ、多数参

加しました。集会名称は「2019年 今年こそ示そ

う！私たちの決意－大竹さんと語ろう！私たちの未

来、ふるさと」。大竹代表は、「安倍政権を打倒しよ

う―2019年選挙イヤー」と題して、参議院選挙の最

大の争点となる憲法改定と消費税をテーマに、安倍

政権の野望を許さないキーワードと展望、「市民と

野党の共闘」で政治を変える市民連合の紹介や役割

を話しました。参加者から 12人が発言。「核燃問題

は以前より理解され易くなっている。県知事選も闘

いたい、その力を参議院選挙へ」とか、「大間原発

が動けば漁師は３億５千万円のマグロはないことを

知りはじめている」、「９条署名は個別訪問で強め

る。野党は団結してほしい」、「若い世代に平和を残

したい。アベ政治を終わらせたい」など意気高く決

意を表明。また、２月 23日に開く市民連合あおも

り主催の「市民と野党の共闘フォーラムの成功を期

待したい」と述べる人もいました。政党の地域組織

も決意表明。共産党、社民党、国民民主党、立憲民

主党の代表は、「参院選は憲法、消費税、辺野古、

原発の課題を重視してたたかう」「安倍を倒す野党

結集の接着剤になる」「自民党の県議独占を打破し

たい。野党共闘で勝利を」「市民連合と野党の共闘

なくアベ政治は倒せない。市民連合の運動を広げて

ほしい」などと呼応し、響き合う集会となりまし

た。 

当日の次第です 


